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以下の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。
また、情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことは
できません。以下の事項は、マテリアルやコード、機能を提供することをコミットメン
ト（確約）するものではないため、購買決定を行う際の判断材料になさらないで下さ
い。オラクル製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期につい
ては、弊社の裁量により決定されます。
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財務諸表・IT業務処理統制・IT全般統制

財務アプリケーション（統制の自動化）

業務プロセス・取引のクラス（ビジネスプロセス・行動規範）

財務諸表上の重要な勘定科目（ビジネスプロセス）

データベース

オペレーティングシステム

ネットワーク

貸借対照表 損益計算書 資金計算書 注記 その他

プロセスA プロセスB プロセスC

アプリケーションA アプリケーションB アプリケーションC

IT業務処理統制
Å 網羅性
Å 正確性
Å 妥当性
Å 承認
Å 職務の分離

IT全般統制
Å プログラム開発
Å プログラム変更
Å コンピュータ運用
Å プログラムとデー
タへのアクセス
管理
Å 統制環境

ID・権限管理のための基盤
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データベース・セキュリティに求められるもの

·IT全般統制の中で「情報の正しさ」を保証することで業務
処理統制上の統制活動の正当性を担保しなければならな
い。

ï業務アプリケーションにおける統制活動が有効に機能することを

インフラ側で保証する必要がある。

ï全てのセキュリティ対策はこの点に貢献している。

·「情報が正しい」という証明ができなければならない。
ï情報にかかわる変更履歴の保持と保全が必要となる。

ïデータベースの管理操作についても履歴が必要になる。

ï権限の付与プロセスについても統制と履歴の保持が必要になる。




